
避難訓練
先日、地震を想定した避難訓練を行いました。実際にアラートを鳴らし、みんなで落ち着いて行
動しながら、災害時の流れを確認しました。

① アラートが鳴って、まずは机の下へ
アラートが鳴ると、利用者さんも職員もすぐに机の下へ。頭をしっかり守る姿勢ができていて、
とても安心できる動きでした

② 外へ出て、安全を確かめながら移動
揺れが収まった想定で、建物の外へ。周りを見て確認しながら進みました。

③ 避難先までゆっくり移動
避難先までは、いつもより少しだけ周囲に目を向けながら歩きました。実際の災害をイメージし
ながら進むことで、自然と防災意識が高まったように感じます。

今回の訓練では、みなさんが落ち着いて行動でき、とてもスムーズに避難することができまし
た。いざという時に慌てず動けるよう、これからも定期的に訓練を続けていきたいと思います。
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季節の変わり目は体調管理を大切にしています
利用者さんの体調が少しでも安定するよう、事業所では日々さまざまな声かけやサポートを行って
います。

体調管理の声かけをこまめに

朝礼前には“睡眠はしっかり取れているか” “食事はきちんと摂れているか” “体調に変化はないか”
などを確認し、無理のないペースで過ごせるようにしています。
体調を崩しやすい時期だからこそ、利用者さん一人ひとりに合わせた声かけを大切にしています。

作業中もこまめなケアを

作業中は集中しすぎてしまう利用者さんもいるため、
・水分補給のタイミングを伝える
・軽いストレッチを促す
休憩を取りやすい雰囲気づくりを心がけています。
特に水分補給は、気温が低いと忘れがちなので、スタッフから積極的に声をかけています。

無理なく続けられる環境づくり

体調がすぐれない日は、作業量を調整したり、別の作業に変更したりと、柔軟に対応しています。
「安心して通えること」を第一に、利用者さんのペースを尊重しながら支援を続けています



優先調達に対応しています

パッソ工房では事務用品、データ入力、名刺印刷などを低
価格で提供しています。自治体の予算の有効活用として優
先調達業務が発注される例もあります。優先調達を通じた
上記以外の物品や作業等もご相談ください。お問い合わせ
をお待ちしております。
優先調達とは？
障害者優先調達推進法に基づき、障害のある人が就労によ
って経済的な基盤の確立と自立した生活を送ることを目的
に、自治体が障害者就労支援施設等に優先的に物品等を発
注する仕組みです。

事務用品の購入やデータ入力、名刺印刷などのご依頼お待ちしています。
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今月はパッソ 工房各務原からのお 知らせ

就労継続支援B型事業所からの
ステップアップを 目指す方に向けて、
パッソ 工房では就労移行支援事業所への
移行をサポートしております 。
日々の通所を通じて 体力を養い、
規則正しい生活リズムを 整えることで 、
安定した 日常を築くお 手伝いをしています 。

ひとりひとりにあった 就労サポート

自分のペースで過ごせる
“居場所”から 、 次の一歩へ
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